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本シンポジウムでは、検証結果の報告及び検証から見えてきた課題として、今後の地域展開にあたって「医療機関と
運動施設が連携した取組」について、議論を深めます。

息切れを主とした未病改善に病院が取り組んだら
（未病CC機能実証事業 からの成果報告）

健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023の概要と活用

スポーツ施設の運動療法の取り組みについて

お申込み、お問合せは裏面をご覧ください

オンライン開催  無料

令和８年視聴期間 ２.27 ２.９ －月 金
神奈川県では、未病改善の新たなアプローチとして、医療
機関に受診して積極的な治療の必要性がないと診断された
軽度の有症者に対して、運動や食事等における適切な生活習慣
改善指導を実施し、症状や運動機能の改善を促すことで、重症化
や要介護状態を防ぐことができないかを検証しました。

対象
・医師、看護師、理学療法士、作業療法士等の医療関係者
・健康運動指導士、心臓リハビリテーション指導士、健康運動実践指導者等の運動施設関係者

事務局  /  (公財)かながわ健康財団  (受託事業者)
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